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Synopsis 

Degradation of the Philippines’ coastal environment with economic growth is expected to negatively impact tidal flat 

inhabiting mollusks. But there are few studies investigating local changes in quantity and species composition of 

Philippine tidal flat mollusks. This study surveyed the quantity and species composition of tidal flat mollusks at several 

coastal sites and those being sold at the local markets of the Visayas, Philippines, compared the results between sites and 

against previous studies, and estimated current resource quantity and ecological status of the tidal flat habitat. The total 

volume of mollusks sold in Cebu – significantly, mollusks from mangrove and freshwater habitats have decreased as 

compared to 30 years past. No change in volume was found in Dumaguete, Negros Island. The results indicate decreasing 

population and species number of mollusks in the tidal flats of Cebu possibly caused by worsening coastal degradation 

due to widespread urbanization of the island. This study suggests implementation of mollusk resource management and 

prevention of further coastal environment disturbance and over-exploitation of coastal resources in the Visayas, 

Philippines. 
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１. はじめに

干潟を漁獲地とした貝類の採捕は、干潟に

おける漁労活動の中でも重要な位置を占める。

特にアジア地域では、黄海から南シナ海にか

けての大陸沿いに干潟が発達し、採貝漁業が

盛んに行われ、独特の干潟文化が成立してい

る 1)。一方、フィリピンは島嶼国であるため、

大陸沿岸と比較すると規模の大きな干潟は発

達しない。しかしながら、干潟における貝類

の採捕は日常的に行われており、例えば Floren

（2003）はマクタン島における貝類の採集方

法について報告し、干潟で採捕される貝類は

工芸品や食用にされるとしている 2)。また、辻

（2013）はパラワン島における貝類の採捕活

動を調査し、採捕される貝類は主にマングロ

ーブ林やその周辺の干潟域で採集され販売さ

れているとした 3)。 
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日本において干潟は陸域に近いことから、

古くから開発の影響を受け、高度経済成長期

にかけて埋め立てをはじめとした大規模な環

境攪乱に晒された。そのため干潟に生息する

多くの種が絶滅危惧種となっており 4)、その中

には水産上重要な種であるハマグリ Meretrix 

lusoria も含まれている。フィリピンにおいて

も、開発によって干潟環境が攪乱されている

のは確実であり、干潟環境が悪化し貝類資源

が減少すれば、販売される貝類の販売量も減

少していると考えられる。また、都市化が進

んでいる地域ほど環境攪乱が進み、過剰漁獲

も起こりやすいため、販売量も減少している

と予想される。これまでフィリピンの貝類資

源の減少に関する報告は、サラサバテイ Tectus 

niloticus のようなサンゴ礁域の潮下帯に生息

する種に関するものが多く 5)、干潟で採捕され

食用として販売される貝類の資源量に関する

報告は少ない。 

今回筆者らはフィリピンの代表的な地域の

例として、フィリピン中南部に位置するビサ

ヤ地域の市場において調査を行った（Fig. 1）。

ビサヤ諸島はフィリピン第二の都市であるセ

ブ市がある一方で、周辺のネグロス島やシキ

ホール島では人口が少なく 6)、都市化の程度に

差がある。フィリピン・ビサヤ諸島における

市場で販売される貝類については、Sotto & 

Cosel （1982）が 1980 年にセブ市の市場で販

売される二枚貝について調査を行い、60 種を

報告している 7)。また、Alcala & Alcazar（1984）

は、1982 年にネグロス島バイス湾で食用貝類

を対象としたフィールド調査を行い、27 種を

報告している 8)。しかし近年のビサヤ諸島の市

場で販売されている貝類の報告はほとんどな

い。 

以上のことから本調査ではフィリピン・ビ

サヤ地域の市場で販売される干潟棲貝類の種

数、種構成、生息環境などを改めて報告し、

調査地点間および過去に行われた調査と比較

することによって、フィリピン・ビサヤ地域 

Fig. 1. Study sites and collection areas of sold mollusks. 
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における干潟棲貝類の資源量および干潟環境

の現状を推測することを目的とした。 

 

２. 材料および方法 

 

調査は 2014 年 2～3 月と 2015 年 2～3 月の

間の計 6 週間行った。調査地点はフィリピン・

ビサヤ地域のセブ市・シキホール町・バイス

市・ドゥマゲテ市の計 4 ヶ所の市場である（Fig. 

1）。セブ市とシキホール町はそれぞれセブ島

とシキホール島にあり、バイス市とドゥマゲ

テ市はネグロス島にある。市場では貝類の売

り手に漁場の場所の聞き取りを実施し、販売

されている貝類を購入し、標本の作製を行っ

た。 

種の生息環境は現地で観察したデータに加

え、Alcala & Alcazar（1984）8)、名和（2008）
9)、名和（2009）10)を参考にした。サンゴ礁の

礁池および干潟の岩礁、砂底、砂礫底に生息

する種を「礁池干潟に生息する種」とし、マ

ングローブ林やその周辺の泥底に生息する種

を「マングローブ干潟に生息する種」、淡水に

生息する種を「淡水に生息する種」、「潮下帯

に生息する種」、「養殖されている種」に分類

した。販売量は調査を行ったうち 2 回に 1 回

以上観察された種を「多い」、4 回に 1 回観察

された種を「普通」、それ以下は「少ない」と

した。なお、バイスおよびシキホールは 4 回

以上の調査ができなかったため、販売量の評

価は行わなかった。 

記録した貝類の総種数と種構成は Sotto & 

Cosel （1982）7)および Alcala & Alcazar（1984）
8)での記録と比較し、資源量および種構成の変

化を評価した。なお、Alcala & Alcazar（1984）
8)の報告は厳密にはバイス湾での記録である

が、後述する通りドゥマゲテ市で販売される

貝類はすべてバイス湾で漁獲されたものであ

るため、比較に用いることが可能と判断した。 

 

３. 結 果 

 

市場での聞き取りにより、貝類の漁場はシ

キホール町ではシキホール島内であり、バイ

ス市ではバイス市に面しているバイス湾であ

った。一方、ドゥマゲテ市では約 30km 離れた

バイス湾で採捕されたものが運ばれて販売さ

れており、セブ市でも 10km 以上離れたオラン

ゴ島で採捕されたものが販売されていた。貝

類は量り売りによって販売され、販売額は 1kg

あたり 40～80 ペソであった(1 ペソ=約 2.1

円:2016 年 9 月現在)。 

販売されている貝類はシキホール町で 3種、

バイス市で 11 種、セブ市で 30 種、ドゥマゲ

テ市で 58 種の計 72 種であった（Table 1）。こ

のうち 43 種は単独で販売されていたが、残り

の 29種は単独で販売される種に混ざって販売

されていた。販売されていた種のうち、タカ

サゴツキヒ Amusium pleuronectes 1 種のみが潮

下帯に生息する種であり、底曳き網漁によっ

て漁獲されていた。またミドリイガイ Perna 

viridis（Plate 1-6）とミナミマガキ Crassostrea 

bilineata は養殖された個体が販売されていた。

腹足綱ではスイショウガイ科のクモガイ

Lambis lambis がすべての地点で確認された。

販売量ではスイショウガイ科のスイショウガ

イ Strombus canarium（Plate1-2）や、キバウミ

ニナ科のセンニンガイ Telescopium telescopium

などが多かった。二枚貝綱ではすべての地点

で確認された種は無かったが、フネガイ科の

リュウキュウサルボウ Anadara antiquate

（Plate1-5）やリュウキュウヒルギシジミ

Geloina expansa などが多く販売されていた。 

シキホール町では礁池干潟に生息する種の

みを確認した。他地域では全ての環境別の種

を確認した（Fig. 2）。セブ市ではマングロー

ブ干潟に生息する種の割合が 10%と低かった

のに対し、ドゥマゲテ市では 30%と高かった。

一方、礁池干潟に生息する種はセブ市で 45%

となったのに対し、ドゥマゲテ市では 28%と

なり、セブ市の方が礁池干潟に生息する種の

割合が高かった。なお、今回の調査ではどの

地点においても、淡水に生息している種が販

売されているのは確認できなかった。今回セ

ブ市で確認された二枚貝の総種数を Sotto & 

Cosel（1982）7)と比較すると、減少の傾向が

見られた（Fig. 3）。Sotto & Cosel（1982）7)で

は二枚貝綱のみで 60 種が記録されており、本

調査では腹足綱も含めて 30 種であるため、半

数以上の種が記録されなかった。ただし生息

環境別の種構成では、本調査との明瞭な変化
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Table 1. Mollusks collected in this survey. 

 
Class Main habitats Scientific name     Japanese name 

 
Quantity of species sold 

   

Site Ba Ce Du Si 
Gastropoda T・r Turbo  argyrostomus チョウセンサザエ 

    

- 

 
M・m Telescopium telescopium  センニンガイ 

  

R A 
 

 

T・sg Polinices vavaosi  シロヘソアキトミガイ 
   

(C) 
 

 

T・sm Natica fasciata  クチグロタマガイ 
   

(R) 
 

 

T・s Polinices melanostoma リスガイ 
   

(R) 
 

 

T・sm Strombus canarium  スイショウガイ 
  

C A 
 

 

T・sr Lambis lambis  クモガイ 
 

- C C C 

 
T・sr Lambis scorpius  フシデサソリ 

   

R 
 

 

T・sr Lambis millepeda  ムカデソデガイ 
   

R 
 

 

T・sr Lambis truncata  ラクダガイ 
   

C 
 

 

T・sr Lambis chiragra  スイジガイ 
   

R - 

 
T・sg Strombus urceus オハグロガイ 

 
- A A 

 
 

T・sr Strombus lentiginosus  イボソデ 
   

(C) 
 

 

T・sr Strombus aurisdianae マイノソデ 
  

(R) (R) 
 

 

T・sr Strombus luhuanus  マガキガイ 
  

(R) (R) 
 

 

T・sm Chicoreus ramosus テングガイ 
   

(C) 
 

 

T・sm Cymatium pileare  シノマキガイ 
   

(R) 
 

 

T・r Bursa rhodostoma オハグロオキニシ 
   

(R) 
 

 

T・sm Vexillum plicarium  オオミノムシ 
   

(R) 
 

 

T・sm Vexillum rugosum  シワミノムシ 
   

(R) 
 

 

T・sm Cymbiola vespertilio  トウコオロギボラ 
   

(C) 
 

 

T・sg Conus magus  ヤキイモ 
   

C 
 

 

T・sr Conus sp. イモガイ科の一種 
   

(R) 
 

Bivalvia T・sr Anadara antiquata  リュウキュウサルボウ 
 

- A A 
 

 

T・sr Anadara crebricostata  メオトサルボウ 
 

- 
 

A 
 

 

T・m Tegillarca nodifera ホソウネハイガイ 
   

R 
 

 

T・sr Tucetona pectunculus ムラクモウチワ 
  

(R) 
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Table 1. Continued. 

 

 
T・m Modiolus philippinerum ホソスジヒバリ 

 
- 

 
A 

 
 

A Perna viridis ミドリイガイ 
  

C C 
 

 

Tr Amusium pleuronectes タカサゴツキヒ 
  

C C 
 

 

T・sr Comptopallium radula リュウキュウオウギ 
  

A 
  

 

T・sr Gloripallium pallium  チサラガイ 
  

A 
  

 

M・r Placuna placenta  マドガイ 
   

R 
 

 

A Crassostrea bilineata ミナミマガキ 
 

- A A 
 

 

M・m Geloina expansa リュウキュウヒルギシジミ 
  

C A 
 

 

M・m Geloina yaeyamensis  ヤエヤマヒルギシジミ 
  

C A 
 

 

T・sg Codakia tigerina  ツキガイ 
  

C 
  

 

T・sg Codakia paytenorum  ウラキツキガイ 
  

C C 
 

 

M・m Eamesiella corrugata  シワツキガイ 
 

- 
 

C 
 

 

M・m Anodontia philippiana ショウゴインツキガイ 
   

R 
 

 

T・sg Fimbria fimbriata チヂミカゴガイ 
  

(R) 
  

 

T・sg Vasticardium flavum リュウキュウザル 
 

- C C 
 

 

T・sg Fragum unedo  カワラガイ 
   

(R) 
 

 

T・r Tridacta squamosa ヒレジャコ 
  

R 
  

 

T・sg Tellina virgata ニッコウガイ 
   

(R) 
 

 

T・sg Tellina staurella ヒメニッコウガイ 
   

(R) 
 

 

T・sr Tellina linguafelis ネコジタザラ 
   

(R) 
 

 

T・s Semele zebuensis アサジガイ 
  

(C) 
  

 

M・mr Tellina diaphana ヌノメイチョウシラトリ 
   

(R) 
 

 

M・m Glauconome angulata ダイハナグモリ 
   

R 
 

 

M・m Glauconome corrugata チュウハナグモリ 
   

C 
 

 

T・sg Mactra mera  リュウキュウアリソ 
   

(R) 
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Table 1. Continued. 

 

 
T・sg Mactra mera  リュウキュウアリソ 

   

(R) 
 

 

T・sg Lutraria arcuata  カモジガイ 
 

- 
 

C 
 

 

T・sg Mactra maculata  リュウキュウバカ 
  

(R) 
  

 

T・sr Asaphis violascens  リュウキュウマスオ 
  

(R) 
  

 

M・m Pharella acutidens ナタマメアゲマキ 
   

A 
 

 

M・m Azorinus scheepmakeri オオズングリアゲマキ 
 

- 
   

 

T・sr Pitar citrinus ユウカゲハマグリ 
 

- A A 
 

 

T・sr Pitar prora  ケショウオミナエシ 
   

(R) 
 

 

T・sr Lioconcha castrensis  マルオミナエシ 
   

(R) 
 

 

T・sm Gafrarium tumidum  アラスジケマン 
  

C C 
 

 

T・sr Circe tumefacta  タイワンシラオ 
   

A 
 

 

T・sm Meretrix sp. ハマグリ属の一種 
   

R 
 

 

T・s Dosinia sp. カガミガイ属の一種 
  

(R) 
  

 

T・sr Periglypta puerpera  ヌノメガイ 
  

C C 
 

 

T・sm Katelysia hiantina  ヤエヤマスダレ 
 

- 
 

A 
 

 

T・sg Tapes literatus  リュウキュウアサリ 
  

A A 
 

 

T・sg Tapes belcheri  ヒメリュウキュウアサリ 
   

(R) 
 

 

T・sr Paphia declivis ユミナリスダレガイ 
   

C 
 

 

T・m Paphia sp. スダレガイ属の一種 
   

C 
 

 

T・sg Barnea dilatata ウミタケ 
   

C 
 

 

Species habitats: T: Tidal flat, M: Mangrove, A: Aquaculture, Tr: Trawl, r: rock, s: sand, sr: sandy rock, sm: 

sandy mud, m: mud, sg: seagrass 

Quantity of species sold: A: Abundant, C: common, R: Rare, 「-」: No data. () indicates quantity of species 

sold mixed with other species.  

Site: Ba: Bais, Ce: Cebu, Du: Dumaguete, Si: Siquijor 
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は見られなかった（Fig. 2）。そこで販売量に

注目すると、Sotto & Cosel（1982）7)で「Very 

abundant」や「Very common」とされた種のう

ち、特にマングローブ干潟に生息する種と淡

水に生息する種に減少の傾向が見られた

（Table 2）。一方、ドゥマゲテで確認した種数

と、Alcala & Alcazar（1984）8)で報告された種

数を比較すると本調査で確認した種数の方が

多かった（Fig. 3）。 

 

４. 考 察 

 

本調査で確認された種数と過去の文献に記

録された種数を比較すると、ドゥマゲテ市で

は明瞭な種数の減少は見られなかったが、セ

ブ市では顕著な種数の減少が見られた。特に

過去に販売量が「多い」とされたマングロー

ブ干潟や淡水に生息する種に減少の傾向が見

られた。本調査と過去の文献の記録とを単純

に比較はできないが、販売量が「多い」とさ

れた種のうち全く記録されなかった種の多さ

から、やはり販売量に何らかの減少があった

可能性が高いと推測される。この要因として、

陸域に近く都市化に伴う開発の受けやすいマ

ングローブ林や淡水に生息する種が減少して

いること、養殖されているミドリイガイは販

売量が変化していないことから、干潟環境の

悪化が販売量の減少の一因となっている可能

性が高いと思われる。Nishimura（2010）も沿

岸部での発掘調査からセブ市において過去

1000 年間に食用とされた貝類の種構成を明ら

かにし、沿岸環境の変化と共に食用とされて

いる種が変化したとしている 11)。一方、礁池

干潟に生息する貝類の販売量の減少はあまり

見られなかったが、これは都市部から離れて

いることにより、比較的サンゴ礁の攪乱が少

ないオランゴ島で漁獲されたものが、セブ市

へと運ばれ販売されているためであると考え

られる。 

また、セブ市では販売されている貝類のう

ち、礁池に生息する種の比率が高く、マング

ローブに生息する種の比率は少なかった。こ

れはオランゴ島の面積が小さく、サンゴ礁の

面積に比べマングローブ林が小規模であるた

め、貝類の販売量が維持できず、結果として

礁池干潟に生息する貝類の比率が高くなった

ためであると考えられる。この結果は、オラ

ンゴ島と同様にマングローブ林の発達が小さ

いシキホール町で販売される貝類が、礁池干

潟に生息する種のみであったことと整合する。

あるいはマングローブ林が小規模であること

から、過剰な漁獲により個体数が激減したた

めであるかもしれない。一方、ドゥマゲテ市

ではマングローブに生息する貝類の比率が高

 

Fig. 2. Species composition by habitat. 
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くなったが、これは漁獲地であるバイス湾の

規模が大きく、マングローブ林も健全に残っ

ているため 12)、販売される貝類の資源量が維

持できているためであると考えられる。 

今回販売量が多かった種の中には、リュウ

キュウアリソガイ Mactra mera やリュウキュ

ウアサリ Tapes literatus（Plate 1-10）など日本

でも沖縄県に生息し、採捕されているものが

含まれている 13)。しかし、これらの種は現在、

日本において絶滅危惧種に指定されている 14)。

これらの種は埋め立てなどによる環境破壊に

よって急激に減少したとされており 4)、フィリ

ピンにおいても今後環境破壊が進行すれば、

現時点で大量に販売されている種も個体数が

急減する可能性も十分考えられる。本調査に

おいてもセブ市ではクリゲミミエガイ

Estellacar galactodes やショウゴインツキガイ

Anodontia philippiana（Plate 1-7）など、マング

ローブに生息する種が全く確認されなくなっ

ており、都市周辺のマングローブ林の破壊な

どによって地域絶滅に陥っている可能性もあ

る。 

以上のことから、セブ市では販売される貝

類の販売量は減少しており、その要因のひと

つが干潟環境の悪化や過剰漁獲であることが

示唆された。日本においては過去に食用とさ

れていた種でも現在は絶滅危惧種となってい

る種もあることから、このまま環境破壊が進

めばフィリピンにおいても絶滅危惧種となる

種もあるだろう。今後はこれ以上の沿岸環境

の破壊を行わないようにするのはもちろんで

あるが、過剰な漁獲にも注意を払う必要があ

る。日本では乱獲が漁獲量減少の一因とされ

るハマグリにおいて、徹底した資源管理が持

続的な利用に有効であるとされている 15)。そ

のためフィリピンにおいても過剰な漁獲が個

体群の維持に影響を与えないように、適切な

資源管理に基づいた漁獲計画が必要であると

考えられる。すでにセブ市ではオランゴ島な

ど遠方からの貝類を消費するようになってお

り、今後オランゴ島の資源が枯渇すると、よ

り遠方の地域の貝類資源が減少する可能性が

高い。ドゥマゲテ市では、顕著な種数の減少

は見られなかったが、ドゥマゲテ市でも漁獲

地は市場から離れたバイス湾で漁獲されたも

のであり、人口増加や開発などにより、資源

量が減少する可能性もあり、注意が必要であ

る。 

なお、本調査はあくまで市場での販売量を

過去と比較したものであり、実際の資源量や

干潟環境の現状を比較したわけでは無い。ま

た、販売されている貝類の種構成の変化は、

採捕から流通の過程で人為的な選別などが行

われることから、実際の貝類の生息状況を反

 

 
Fig. 3. Change in species number of mollusks in Dumaguete and Cebu. 
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Table 2. Comparison with the “abundant species” of Sotto & Cosel (1982). 

 

Main habitats Scientific name Japanese name 
Quantity of species sold 

Sotto & Cosel(1982) This study 

M・m Estellacar galactodes クリゲミミエガイ Va - 

T・s Glycymeris reevei  ソメワケグリ Vc - 

A Perna viridis ミドリイガイ Va A 

T・s Modiolus philippinerum ホソスジヒバリ C C 

M・r Lsognomon acutirostris  マクガイ C - 

M・m Anodontia philippiana  ショウゴインツキガイ Va - 

M・m Eamesiella corrugata  シワツキガイ Va - 

T・s Mactra sp. バカガイ属の一種 Vc - 

M・m Pharella acutidens  ナタマメアゲマキ Vc - 

F Corbicula sp. マシジミ属の一種 A - 

T・sg Tapes literatus  リュウキュウアサリ Vc C 

T・sm Gafrarium tumidum  アラスジケマン Vc C 

T・sr Gafrarium pectinatum ホソスジイナミ Vc - 

T・sm Meretrix meretrix タイワンハマグリ Vc - 

T・sg Lioconcha castrensis マルオミナエシ C - 

T・sr Periglypta puerpera  ヌノメガイ C C 

M・m Glauconome rugosa チュウハナグモリ Va - 

Habitats: F: Fresh water, (others same as in Table 1). 

Quantity of species sold: Va: Very abundant, Vc: Very common., 「-」Not sold (others same as in Table 1). 

 

 

映していない可能性も十分に考えられる。加

えて Sotto & Cosel（1982）7)や Alcala & Alcazar

（1984）8)の調査から約 30 年間が経過してお

り、消費者の嗜好や流通が変化した可能性も

ある。今後、より詳細な市場での調査を行う

ことにより、実際に資源量の減少が起こって

いるのかを明らかにすることや、漁獲地での

フィールド調査による定量的な環境の比較や

資源量評価を行う必要があるだろう。 

 

５. 要 約 

 

フィリピンでは経済成長に伴う沿岸環境の

攪乱により、干潟に生息する種が減少してい

ると予想される。しかし、フィリピンにおい

て干潟環境の攪乱が干潟に生息する種の資源
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量に与える影響に関する研究は少ない。本調

査ではフィリピン・ビサヤ地域の市場で販売

される干潟棲貝類の種数・種構成・生息環境

などを改めて報告し、調査地点間および過去

に行われた調査と比較することによって、フ

ィリピン・ビサヤ地域における干潟棲貝類の

資源量および干潟環境の現状を推測すること

を目的とした。 

本調査の結果、セブ市では約 30年間の間に、

販売されている貝類の総種数が減少し、特に

マングローブに生息する種や淡水に生息する

種の販売が少なくなったことが分かった。一

方、ドゥマゲテ市では総種数に大きな変化は

見られなかった。これは都市化が著しいセブ

市では、沿岸環境の破壊により、干潟に生息

する種が減少しているためであると考えられ

る。今後は、これ以上の沿岸環境の攪乱を行

わず、過剰な漁獲を防ぐため資源量の管理を

行うことが必要だろう。 
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Plate 1. Mollusks commonly sold in local markets of the Visayas, Philippines. (scale bar=1cm). 

1. オハグロガイ Strombus urceus 2. スイショウガイ Strombus canarium 3. フシデサソリ Lambis Scorpius 4. オ

オミノムシ Vexillum plicarium 5. リュウキュウサルボウ Anadara antiquate 6. ミドリイガイ Perna viridis 7. シ

ョウゴインツキガイ Anodontia philippiana 8. チュウハナグモリ Glauconome corrugate 9. タイワンシラオ Circe 

tumefacta 10. リュウキュウアサリ Tapes literatus 11. ヤエヤマスダレ Katelysia hiantina 12. ナタマメアゲマキ 

Pharella acutidens 

 

 

 

  


